
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
３
月
28
日
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
。
筆
者
自
身
は

放
送
大
学
の
学
生
と
な
っ
て

か
ら
、
ま
だ
そ
れ
程
の
年
数

は
経
っ
て
い
な
い
の
で
、
最

初
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ど
の

よ
う
な
作
り
だ
っ
た
の
か
は

知
ら
な
い
。
し
か
し
、
改
訂

前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
利
用

し
に
く
い
設
計
だ
っ
た
事
は

感
じ
て
い
た
。

例
え
ば
、
在
学
生
の
た
め

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、

入
り
口
が
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と｢

シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ｣

｢

学
生
メ
ー

ル｣

の
３
項
目
に
分
け
ら
れ

て
い
た
。
時
代
の
要
請
に
従
っ

て
、
様
々
な
機
能
を
付
け
加

え
て
い
る
間
に
複
雑
化
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
が
迷
路
の

よ
う
に
な
り
、
な
か
な
か
目

的
の
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
か

な
い
と
い
う
不
具
合
を
感
じ

た
利
用
者
は
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ま
ず
「
キ
ャ

ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

｢

シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ｣

が
統
合
さ
れ
、
入
り
口
の
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
３

項
目
あ
っ
た
入
り
口
は｢

シ

ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ｣

と

「
Ｇ
メ
ー
ル
」
の
２
項
目
に

な
っ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
か
ら
ロ
グ
イ
ン

を
す
る
と
、
放
送
大
学
の
認

証
シ
ス
テ
ム
通
過
が
必
要
な

の
は
、
今
ま
で
と
同
じ
だ
。

認
証
シ
ス
テ
ム
を
通
り
抜
け

る
と
、｢

シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ａ｣

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
開
か
れ
る
。

今
ま
で
に
無
か
っ
た
機
能

は
、｢
個
人
設
定｣

の
ペ
ー
ジ

が
で
き
た
事
だ
。
マ
イ
ペ
ー

ジ
と
し
て
の
色
を
設
定
し
た

り
、
自
己
紹
介
の
文
を
書
い

た
り
す
る
事
が
で
き
る
。
そ

の
他
の
大
き
な
項
目
は｢
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ｣｢

授
業
サ
ポ
ー

ト｣

「
教
務
情
報｣

、
そ
れ
に

「
学
内
リ
ン
ク
」
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
下
に
、

目
的
の
作
業
が
で
き
る
ペ
ー

ジ
が
組
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

迷
路
の
よ
う
だ
っ
た
以
前
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
比
べ
る
と
、

目
的
の
ペ
ー
ジ
が
直
ぐ
に
見

つ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
目

的
の
ペ
ー
ジ
か
ら
次
の
ペ
ー

ジ
に
移
動
す
る
の
は
、｢

ホ
ー

ム｣

の
マ
ー
ク
を
ク
リ
ッ
ク

す
れ
ば
、
直
ぐ
に｢

シ
ス
テ

ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ｣

の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
戻
れ
る
の
で
、

そ
こ
か
ら
簡
単
に
次
の
目
的

ペ
ー
ジ
へ
と
移
動
が
で
き
る
。

例
え
て
み
れ
ば
、
複
雑
で
乗

り
換
え
が
面
倒
く
さ
か
っ
た

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
通
路
が
改

築
さ
れ
て
、
乗
り
換
え
が
判

り
や
す
く
、
便
利
に
な
っ
た

と
い
う
感
じ
だ
ろ
う
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
直
後
は
、

全
国
の
放
送
大
学
生
が
一
斉

に
ア
ク
セ
ス
し
た
と
見
え
て
、

動
き
が
遅
く
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
は
動
か
せ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
動
き
が

落
ち
着
け
ば
、
以
前
と
比
較

し
て
簡
単
に
、
快
適
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
が
で
き
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
冬
木
）

面
接
授
業
の
定
員
が
満
席

に
な
っ
て
い
な
い
科
目
は
、

追
加
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
空
席
状
況
を
Ｈ
Ｐ
・

掲
示
、
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｂ
Ａ
で
確
認
の
上
、
学
習
セ

ン
タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
期
限

は
、
原
則
と
し
て
最
初
の
授

業
の
１
週
間
前
ま
で
で
す
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

平
成
30
年
６
月
７
日
（
木
）

本
部
必
着
で
す
（
Ｗ
ｅ
ｂ
の

場
合
は
17
時
ま
で
）
。
未
提

出･

不
合
格
の
場
合
は
、
単

位
認
定
試
験
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
募
集
が
始

ま
り
ま
す
。
出
願
期
間
は
、

第
１
回
が
６
月
15
日
（
金
）

か
ら
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
。

第
２
回
が
９
月
１
日
（
土
）

か
ら
９
月
20
日
（
木
）
ま
で

で
す
。
知
人
・
友
人
等
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
し
た
場
合
、
薄

謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
よ
り
、
10

Ｆ
視
聴
学
習
室
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
16
台
が
設
置
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
放

送
教
材
の
視
聴
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
従
前
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

及
び
Ｃ
Ｄ
と
と
も
に
、
日
頃

の
学
習
や
試
験
対
策
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
併
せ

て
９
Ｆ
ロ
ビ
ー
に
も
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
が
整
備
さ
れ
、
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
が
で
き
る
環
境
が
整
備

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
具
体
的

な
利
用
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

詳
細
が
決
定
次
第
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
掲
示
等
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

平
成
30
年
度
の
公
開
講
演

会
は
「
リ
ク
エ
ス
ト
・
シ
リ
ー

ズ
」
「
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
・
シ

リ
ー
ズ
」
及
び
「
芸
術
ア
ン

コ
ー
ル
・
シ
リ
ー
ズ
」
と
し

て
、
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
別
途
掲
示
・
Ｈ
Ｐ
で
ご

案
内
し
ま
す
。
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放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区
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学
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新
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「
目
標
設
定
」

笹
原
誠
二

以
前
、
こ
の
学

生
手
帳
で
「
人
生

80

点
主
義
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
記
事

を
書
い
た
。
す
る

と
早
速
、
あ
る
人
か
ら
「
あ

の
記
事
は
大
変
参
考
に
な
っ

て
面
白
か
っ
た
。
し
か
し
、

僕
は
70
点
主
義
で
も
十
分
だ

と
思
う
」
と
い
う
ご
指
摘
を

受
け
た
。

自
分
の
目
標
を
ど
こ
に
設

定
す
る
か
は
、
個
々
人
に
よ
っ

て
異
な
る
だ
ろ
う
。
若
い
世

代
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
満

ち
て
い
る
こ
ろ
は
、
設
定
す

る
目
標
を
完
璧
に
近
い
ぎ
り

ぎ
り
の
高
い
と
こ
ろ
に
設
定

で
き
る
が
、
年
齢
的
に
体
力

が
無
く
な
っ
て
く
る
と
、
逆

に
そ
の
高
い
目
標
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
な
り
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
の
努
力
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
、
か

え
っ
て
自
信
を
喪
失
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。

あ
ま
り
高
い
目
標
を
設
定

す
る
と
、
実
現
す
る
喜
び
・

楽
し
み
が
、
逆
に
余
裕
が
な

く
な
っ
て
、
苦
し
み
や
義
務

感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
く

る
こ
と
も
あ
る
。
近
頃
、
私

も
視
力
の
衰
え
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
、
時
々
、
今
ま
で

の
目
標
レ
ベ
ル
か
ら
レ
ベ
ル

ダ
ウ
ン
を
す
る
こ
と
で
、
自

分
自
身
で
納
得
し
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
や
っ
ぱ
り
根
気

が
年
と
と
も
に
薄
れ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

目
標
設
定
の
際
、
時
と
し

て
、
レ
ベ
ル
を
少
し
下
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
現
の

苦
し
さ
か
ら
少
し
で
も
逃
れ

た
く
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

少
し
で
も
楽
な
設
定
を
し
て
、

自
分
な
り
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で

過
ご
し
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
だ
ん
だ
ん
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

も
う
競
争
社
会
か
ら
解
放

さ
れ
て
、
緩
や
か
に
余
裕
を

持
っ
て
人
生
を
過
ご
し
て
も

許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

密
か
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

放送大学ＨＰが模様替え

キャンパスネットワークと

システムＷＡＫＡＢＡを統合

新しい機能も楽しい

学生手帳

４
月
７
日
（
土
）
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
の
入
学
式
に
出

席
し
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表
と
し
て
「
学
習
セ
ン
タ
ー

利
用
の
手
引
」
の
学
生
団
体

一
覧
「
ク
ラ
ブ
」
入
会
要
請

と
第
12
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
開

催
〈
９
月
15
日
（
土
）･

16

日
（
日
）
〉
に
、
①
卒
業
研

究･

修
士
論
文
発
表
②
個
人

演
技
発
表
（
独
唱
・
独
奏･

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
）
③
個

人
作
品
展
示
の
募
集
の
ご
案

内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
学
習
セ
ン
タ
ー
を
「
生

涯
学
習
社
会
」

の
出
発
点
と
捉

え
る
方
、
新
た

な
勉
学
の
場
と

捉
え
る
方
々
も

勉
学
と
は
別
に
、
各
ク
ラ
ブ

に
入
部
頂
き
「
孤
独
に
学
び

･

孤
独
に
帰
る
」
を
打
破
し
、

新
た
な
仲
間
と
交
流
を
深
め

て
共
に
生
き
が
い
の
あ
る
楽

し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

享
受
さ
れ
る
よ
う
要
望
致
し

ま
す
。
勉
学
に
、
仕
事
に
時

間
の
遣
り
繰
り
に
大
変
な
事

と
存
じ
ま
す
が
、
是
非
と
も

ク
ラ
ブ
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
下
さ
い
。

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
が
「
第
12
回

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
で
す
。

新
入
生
の
み
な
ら
ず
在
学
生

に
も
、
是
非
積
極
的
に
作
品

等
募
集
に
応
募
頂
き
た
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
30
年
度
フ
ェ

ス
タ
は
渋
谷
所
長
、
武
内
同

窓
会
長
の
強
力
な
ご
支
援
、

新
体
制
に
よ
る
役
員
各
位
の

尽
力
に
よ
り
、
早
く
も
ス
タ
ー

ト
致
し
ま
し
た
。

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
役

割
は
今
後
と
も
、
「
学
生
・

同
窓
会
・
教
職
員
」
の
皆
様

の
仲
間
意
識
を
高
め
、
交
流

の
輪
を
広
げ
る
場
『
居
場
所
』

を
提
供
す
る
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
た
く
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
ご
入
学
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表

嶋
﨑
洋
明

面
接
授
業
の
追
加
登
録

空
席
あ
る
授
業
を
発
表

平
成
30
年
度
第
２
学
期

学
生
募
集
を
開
始

通
信
指
導
の
提
出

期
限
を
忘
れ
ず
に

埼玉ＣＳＣ交流会は学習

センターを楽しく活気ある

学びの場とする事を目的と

して、学生サークル、同窓

会、学習センターの三者に

より結成された団体です。

埼玉ＣＳＣ交流会

リニューアルされたシステムＷＡＫＡＢＡのＨＰ

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

初
め
て
放
送
大
学
に
ご
入
学
な
さ
っ

た
学
生
の
皆
さ
ま
、
何
度
目
か
の
再
入

学
を
な
さ
り
、
ま
た
仲
間
に
戻
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
学
生
の
皆
さ
ま
、
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

放
送
大
学
の
使
命
は
、
大
き
く
い
っ

て
三
つ
あ
り
ま
す
。
大
学
卒
業
資
格
の

提
供
、
各
種
公
認
資
格
の
取
得
機
会
の

提
供
（
看
護
師
資
格
な
ど
）
、
そ
し
て
、

人
生
百
年
時
代
に
相
応
し
い
豊
か
な
生

涯
学
習
の
場
の
提
供
、
の
三
つ
で
す
。

皆
さ
ま
も
こ
の
う
ち
の
ど
れ
か
一
つ
、

あ
る
い
は
二
つ
、
三
つ
を
目
指
し
て
入

学
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
そ
の

目
的
の
達
成
に
向
け
て
、
こ
こ
、
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
を
隅
か
ら
隅
ま
で
活
用

な
さ
っ
て
下
さ
い
。

ま
ず
10
Ｆ
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
図
書

室
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
ゆ
っ
た
り

と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
静
か
に
勉
強

が
で
き
ま
す
。
少
し
疲
れ
た
な
と
思
っ

た
ら
、
窓
の
外
に
目
を
移
せ
ば
、
群
馬
、

福
島
方
面
の
名
の
あ
る
山
々
の
パ
ノ
ラ

マ
が
展
望
さ
れ
ま
す
。
ま
た
足
下
を
見

下
ろ
す
と
、
北
陸
、
東
北
、
北
海
道
方

面
に
走
る
５
種
類
の
新
幹
線
が
行
き
交

う
さ
ま
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

他
方
こ
の
４
月
か
ら
、
９
Ｆ
、
10
Ｆ

に
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
も
大
い
に
多
様
な
学
習
に
活
用
な

さ
っ
て
下
さ
い
（
使
用
手
続
き
は
追
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

第
三
に
、
昨
年
、
学
生
の
有
志
か
ら

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
55
イ
ン
チ
型
大

型
液
晶
テ
レ
ビ
と
高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー

が
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
（
８
Ｆ
第
６
講
義
室
）
。
映
画
鑑

賞
、
オ
ペ
ラ
鑑
賞
な
ど
グ
ル
ー
プ
で
映

像
を
楽
し
む
場
と
し
て
活
用
な
さ
っ
て

下
さ
い
。

学
習
セ
ン
タ
ー
が
皆
さ
ま
の
勉
強
と

交
流
の
広
場
と
な
り
ま
す
よ
う
に
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

新
入
学
生
・
再
入
学
生
を

お
迎
え
し
て

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

渋
谷
治
美

放送大学埼玉学習センターに
おける前年度最後の特別公開講
演会が３月18日(日)､開催された。
講演会は､公益社団法人埼玉県看
護協会と埼玉学習センターの共
催による｢人生100歳時代どう生
きる―保健室活動から考える―｣
と題するもので、講師は服部満
生子氏（みんなの保健室陽だま
りin草加代表／特定非営利活動
法人生活介護ネットワーク理事）。

服部氏は長年、看護師として
仕事をしてきた後、茨城県立医
療大学保健医療学部・教授とし
ても活躍をしてきた。
しかし､その過程で超高齢社会

という人口構造の変化により､社
会保守制度の維持が困難になっ
た事を痛感した｡また､疾病内容
は､従来の感染症の危険よりも生
活習慣病の増加という構造の変
化が起きている｡その結果､医学
的な治療からの発想の転換が求
められると考えるようになった｡

一方､核家族化が進んだ結果､
若者や子育て世代の人々もまた、
それぞれが悩みを抱えながらも､
その悩みを相談する窓口が見つ
かっていない。国や行政は｢地域
包括ケアシステム｣を積極的に進
めようとしている｡しかし､行政
と医療現場､住民の間には意識の
ずれが生じているのである。
そこで現在､服部氏が取り組ん

でいるのが住民参加型の社会を

目指し､暮らしに視点を据えた保
健室活動「みんなの保健室･陽だ
まり」である。
そのコンセプトは｢お互い様の

コミュニティづくり｣であり､活
動の柱として､①様々な世代が共
に暮らす事を支援する②共に学
び会い助け合う居場所作り③誰
にでも相談し共に考えることで､
心の安定･安心をサポートする④
維持･予防･健康･病気から包括支
援センターの活用や病院のかか
り方のアドバイスなど、支援を
つなぐワンストップ機能という
４点を挙げている。
｢陽だまり｣には看護師､ヘルパー､

薬剤師などの専門家も参加して
おり､草加市の担当部署や関係機
関などとの相談も可能になって
いるとのことだ。そして､住み慣
れた地域で暮らし､自宅で自分ら
しく人生の最期を迎えたいとい
う希望を行政や医療の立場から
ではなく､住民サイドから考えた
いと提案している。最近はＡＣ
Ｐ(アドバンス･ケア･プランニン
グ)を目指す病院も増えつつある
と聞くが､患者自身が自分らしい
最期を迎えられるよう医療現場
にも変化が求められてきている。
この日は､講演会の参加者それ

ぞれが､自分自身の｢生｣について､
また逃れようのない｢死｣につい
て考えさせられたのではないだ
ろうか。 （冬）

「人生100歳時代どう生きる
－保健室活動から考える－」

講師：みんなの保健室陽だまりin草加代表 服部満生子氏

視
聴
学
習
室
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
を
開
始

左
記
の
公
開
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す



平
成
29
年
度
第
２
学
期
の

生
涯
学
習
奨
励
賞
が
３
月
25

日
（
日
）
、
発
表
さ
れ
た
。

《
生
涯
学
習
奨
励
賞
受
賞
者
》

（
敬
称
略
）

・
金
剛
賞

大
野
孝
弘

岡
里
順
子

加
治
原
二
仁

田
中

修

・
金
賞

金
坂
祐
爾

榊

由
美

・
銀
賞

朝
比
奈
啓
右

橋
本
和
子

木
須
田

勲

・
銅
賞

相
川
智
子

天
田

徹

秋
谷
千
恵
子

飯
島
康
男

池
田
純
夫

板
山
正
美

木
下
恵
里
子

小
堺

浩

齋
藤
照
夫

篠
田
明
美

高
橋
秀
雄

藤
田
武
敏

「
生
涯
学
習
奨
励
賞
」
は

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
が
独
自

で
設
け
て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー

所
属
の
学
生
が
複
数
の
専
攻

コ
ー
ス
を
卒
業
、
大
学
院
で

は
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修

了
し
た
場
合
に
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
所
長
が
表
彰
を
す

る
制
度
で
あ
る
。

★
５
月
16
日
（
水
）

さ
い
た
ま
新
都
心
の
造
幣

局
見
学
と
盆
栽
村
散
策

★
６
月
13
日
（
水
）

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
展

国
立
新
美
術
館

★
４
月
27
日
（
金
）
17
時
迄

９
階
・
第
１
講
義
室

★
５
月
11
日
（
金
）

第
１
講
義
室
＝
14
時
迄

演
習
室
＝
17
時
迄

★
５
月
18
日
（
金
）

第
１
講
義
室
＝
14
時
迄

８
階
多
目
的
室
＝
17
時
迄

★
５
月
25
日
（
金
）

第
４
講
義
室
＝
17
時
迄

★
６
月
の
活
動
日
は
、
毎
週

金
曜
日
。
場
所
と
時
間
は

未
定
。

★
活
動
日
＝
５
月
１
日
、
８

日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

６
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、

26
日

★
練
習
日

４
月
25
日
（
水
）

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

＝
竹
下
先
生

５
月
９
日
（
水
）

＝
茂
木
先
生
指
導

５
月
30
日
（
水
）
未
定

★
勉
強
会
＝
毎
月
第
２
火
曜

13
時
半
～
16
時

５
月
８
日
、
６
月
12
日

★
イ
ベ
ン
ト

５
月
19
日
（
土
）

「
東
京
競
馬
場
へ
行
こ
う
」

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

毎
月
第
１
、
第
３
火
曜

午
前
＝
講
師
と
自
主
学
習

午
後
＝
講
義

５
月
１
日
＝
「
表
を
使
っ

た
実
用
的
な
書
類
」

５
月
15
日
＝
「
イ
ラ
ス
ト
・

写
真
入
り
ポ
ス
タ
ー
・
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
」

★
映
画
鑑
賞
＝
毎
月
第
４
木

曜
10
時
～
第
６
講
義
室
。

「
木
曜
名
画
座
」
を
開
催
。

★
勉
強
会
＝
さ
い
た
ま
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

５
月
５
日
（
土
）
、
６
月

３
日
（
日
）
14
時
～
16
時

★
勉
強
会
＝
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
室

５
月
26
日
（
土
）
14
時
～

16
時

最
低
気
温
の
過
去
最
低
を

更
新
し
た
２
月
。
寒
さ
の
厳

し
い
冬
の
後
は
桜
の
開
花
が

早
ま
る
と
の
通
説
通
り
、
桜

は
例
年
よ
り
１
週
間
も
早
く

開
花
し
、
春
は
駆
け
足
で
通

り
過
ぎ
ま
し
た
。
樹
々
は
既

に
、
初
夏
の
装
い
で
す
。
新

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
冬
）

第５６号 学 生 新 聞 ２０１８年４月２０日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

舞踏研究会は昨年12月に発足した放送
大学本部公認のダンスサークルです。本
会はダンスが持つ文化的な背景を理解し、
その上に立って自由に楽しく踊ることが
できるようになることを目指しています。
そのために次の５つを大切にして活動し
ています。
①社交ダンスやフラダンス等が踊れるよ
うになります。
社交ダンスは世界中にあるダンスの一

部を体系化したものですが、この枠にと
らわれず、フラダンスやジャズダンスな
どにも取り組んでいます。フラダンスは
女性の踊りと思われがちですが、本来歴
史的には男性が中心だったものですので、
男性も歓迎します。
②初心者から経験者までダンスの基本に
立って学び合います。
文部科学省所管のダンス教室より男性・

女性各１名の先生が講師として指導にあ
たっていただいております。社交ダンス
だけではなく､フラダンス､ジャズダンス
等も指導できる先生方です。講師の先生
は社交ダンスについては男性のリードと
女性のフォローを大切にしています。そ
のため、初心者でも「このフィガー（踊
り）は男性のこのようなリードに合わせ
るので、女性のステップはこのようにな
る」といった具合に指導してもらってい
ます。結果的に、競技からパーティまで
どこでも通用するので、誰とでも踊れる
ようになります。
③体に不自由を感じる方も積極的に取り
組めるダンスを目指します。
放送大学には広い年齢層の学生が勉学

に励んでいると思いますが、足や腰等に
不自由を感じる会員もおります。しかし、
講師の先生が姿勢の矯正に力を入れてお
り、自然体で踊ることができるようになっ
ています。「ダンスはやりたいんだけれ
ど、足腰に不安があるんだ。」という方
は是非相談してみてください。
④ダンスを踊る場や練習する場を提供し
ます。
「ダンスはやったことがあるけれど、

ずっとやっていないから…」「踊ってみ
たいけれど、場所があれば…」という方
のために、私たちの自由練習の時間に来
てみませんか？本会は毎週土曜日の１３
時から１７時までが活動時間ですが､１３
時から１５時は自由練習の場にしていま
すので、ちょっと踊ってみたい方は私た
ちのフロアーに来てみませんか？
⑤その成果を多彩な方法で発表します。

本年９月に行われる埼玉フェスタでは
踊れるようなったダンスを組み合わせて
発表会を行います。現在、ジルバ、タン
ゴ、ワルツ、ルンバとフラダンスに取り

組んでいますが、随時種目を増やし、
「アメリカ」をテーマとしてミュージカ
ル風の作品に仕上げていくつもりです。
また、当日は、この取り組みの経緯とシ
ナリオを含んだ冊子を参会者の皆さんに
お配りする予定です。

さて、以上の５点が私たち舞踏研究会
の特色です。どれか一つでも共感できる
ところがございましたら、ご連絡くださ
い。
連絡先：小林豊（舞踏研究会会長）

０７０－１２７４－２０３５
・活動日：毎週土曜日13時～17時
（13時から15時は自由練習、15時から17
時にレッスン等が組まれます。）
・活動場所：埼玉学習センター等
・講師：ダンスクリエイト（文部科学省
所管ダンス教室）より男性・女性各１名
（社交ダンス、フラダンス、ダンス全般
の指導が可能）

舞 踏 研 究 会
～それはダンス文化を伝えるサークル～

舞踏研究会会長 小林 豊

（
兼
題

凧
＝
い
か
の
ぼ
り
）

孤
独
と
は
楽
し
き
こ
と
よ
凧

由
美

大
凧
の
隈
取
の
赤
雲
散
ら
す

順

力
作
や
空
に
か
が
よ
ふ
凧

厚
子

孤
を
描
く
糸
の
踏
ん
ば
り
奴
凧

八
重
子

朝
靄
の
縄
文
遺
跡
草
萌
ゆ
る

安
代

琉
球
の
珊
瑚
の
海
や
風
光
る

と
く
江

石
畳
一
足
ご
と
の
す
み
れ
草

功

連
凧
の
位
置
の
定
ま
る
風
の
道

光
娥

春
愁
残
月
の
間
の
床
柱

十
詩

見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日
午
後
１
時

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

新入生の皆さま入学おめでとうござ
います。

バランス体操“悠悠”は平成２３年
５月に立ち上げ、８月に正式に認可さ
れた比較的新しいサークルです。当初
は“悠悠クラブ”という名称でしたが、
何をしているサークルだかわからない
とのお声をいただき、バランス体操
“悠悠”と変更しました。

人間の体で左右対称の人はいないと
言われています。生活習慣の中で体の
バランスを崩していることが多いよう
です。バランスのとれた体に少しでも
近づいて欲しいとの願いから命名しま
した。それには体幹を鍛えることが肝
心です。そのための運動としていろい
ろな事を取り入れています。気功、真
向法、練功18法、チベット体操、後ろ
歩きを入れたウォーキング･エクササ
イズ、そして認知症予防の指体操、手
足逆の動きの脳トレ体操、などなどで
す。その動きの中で、やってはいけな
い動きは毎回注意しながら練習してい
ます。間違ったやり方で練習を重ねる
と故障に繋がる恐れがあるからです。
会員の方たちには年齢差があります。

また今まで何かしら運動をしてきた方
と、何もして来なかった方とでは自ず
と可動域にも差があります。それでも
その人それぞれの“い（良）い加減”
をモットーに、無理なく深い呼吸の元、
心身をリラックスできるよう心がけて
います。正しい姿勢や、筋肉の維持、
向上を目的としていることは言うまで
もありません。

体操の醍醐味は、体を動かした後の
爽快感はもちろんですが、いかにして
ライフスタイルに取り入れるかです。
それには教室で覚えた事の一つでも二
つでもいいので、家でもやることです。
その積み重ねが習慣となり、自然に筋
肉も鍛えられ体の動きも軽くなります。
その事が強いて言えば健康寿命を伸ば
すことにも繋がるのだと思っています。
健康維持は、休養、食事、運動からほ
ぼ成り立つと言われています。“悠悠”

もほんの少しでもその一端を担えれば
との思いから立ち上げました。

長寿国を誇る日本で、最後まで自分
の足で歩き、寿命を全うしたいと思う
のは誰しもの願いだと思います。老化
は防げませんが、遅らせることはでき
ます。体操で筋力を付け、ウォーキン
グで軽い有酸素運動をして瞬発力も養
えるよう、これからも楽しく粛々とやっ
ていきたと思います。８階の講堂で、
金曜日の10：30～12：30までやってお
りますので、体験がてら遊びにきてく
ださい。

◆
４
月
28
日
（
土
）
14
時
～

「
サ
ロ
ン
た
か
の
」
第
１
回

～
心
の
オ
ア
シ
ス
―
15
～

講
師
＝
高
野
み
ど
り

（
元
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

客
員
准
教
授
）

場
所
＝
９
Ｆ
・
第
４
講
義
室

◆
５
月
13
日
（
日
）
13
時
～

「
絵
画
サ
ロ
ン
こ
ざ
わ
」

『
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
は
何
か
。

描
く
こ
と
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。
』

講
師
＝
小
澤
基
弘

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

客
員
教
授
）

場
所
＝
８
Ｆ
・
実
験
室

◆
５
月
19
日
（
土
）
14
時
半

「
サ
ロ
ン
な
が
さ
わ
～
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
科
学
座
談
会
」

テ
ー
マ
『
量
子
』

講
師
＝
永
澤

明

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

客
員
教
授
）

場
所
＝
８
Ｆ
・
多
目
的
室

◆
７
月
11
日
（
水
）
14
時
～

「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」
第
１
回

シ
リ
ー
ズ
『
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
を
楽
し
む
～
ハ
ム
レ
ッ

ト
～
』

講
師
＝
渋
谷
治
美

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
）

場
所
＝
９
Ｆ
・
第
１
講
義
室

平
成
29
年
度
第
２
学
期

生
涯
学
習
奨
励
賞受

賞
者

積み重ねで健康維持
バランス体操“悠悠” 川崎恭子

サ
ロ
ン
開
催
の

お
知
ら
せ

ウ
ィ
ー
ン
の
森

山も野原も待ちかねた春です


